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論文要旨 
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東北大学大学院文学研究科（博士課程後期 3年の課程） 
文化科学専攻 英語学専攻分野 
 
佐藤 亮輔 
 
 本論の目的は、英語の名詞的表現の統語的振る舞いと内部構造について、極小
主義プログラムの枠組みで再考察することである。 
 第 1 章では、これまで生成文法の中で文と名詞句の類似点や相違点がいかに
説明されてきたかを概観する。両者の類似点を捉えるため、Chomsky（1970）は
Xバー理論を提案した。Xバー理論は、従来、句構造規則として個別に規定され
てきたそれぞれの句構造を、全ての句に共通する X バー式形を提案することで
統一的に説明しようとした。これにより、例えば文と名詞句が共に主語と目的語
を持つという共通点を捉えられる。しかし、この理論に基づくと、内的には動詞
句として振る舞い外的には名詞句として振舞っているように考えられる、the 
girl’s reading the sonnet のような属格動名詞は主要部を持たないこととなり、理
論的に問題があった。この問題を解決すべく Abney（1987）は DP 仮説を提案し、
属格動名詞を criticism のような派生名詞や the girl’s reading of the sonnet のよう
な名詞的動名詞、the girl reading the sonnet のような節動名詞とともに詳細に分析
した。しかし、Abneyの分析は派生名詞や名詞的動名詞が動詞句省略の先行詞と
して振る舞うことができることを説明できず、経験的に問題がある。また、Dが
選択できる範疇についても十分に明らかではない。本論では、第 2 章で（動詞）
派生名詞が動詞句省略の先行詞となることができる事実を説明し、第 3 章で 3
種類の動名詞すべてが動詞句省略の先行詞となることができる事実を説明する。
第 4章では、Dが CPを選択する可能性を追究する一環として、文頭に現れる節
について論じる。 
 第 2章では、分散形態論（Halle and Marantz（1993））について概観した後、先
行研究の観察に基づいて criticism のような動詞派生名詞の構造を考察する。こ
の構造に基づき、動詞派生名詞は動詞句省略の先行詞として振る舞うことがで
きるが動詞句は動詞派生名詞の省略の先行詞としては振る舞うことができない
という新たな事実に説明を与える。具体的には、この事実は形態的不一致ではな
く統語的同一性によって説明される。動詞派生名詞は名詞句が動詞句を埋め込
む構造を持つため、動詞派生名詞を先行詞とした動詞句省略は許されるが、動詞
句を先行詞とした名詞句の省略は許されないのである。同様に、本分析は
prettiness のような形容詞派生名詞における、新たな省略の事実も説明可能であ
る。 
 第 3章では、3 種類の動名詞がいずれも動詞句省略の先行詞となることができ
る事実に説明を与える。Abney の分析では名詞的動名詞は語彙部門で形成され
るため、動詞句省略の先行詞となることができないと誤って予測される。この問
題を解決するため、本論は名詞的動名詞に自動詞を、属格動名詞と節動名詞に他
動詞を埋め込む構造を提案する。この提案に基づくと、いずれの動名詞も内部構
造に動詞句を持つため、動詞句省略の先行詞となることができる事実を説明で
きる。また、名詞的動名詞は他動詞ではなく自動詞を内部に持つため、目的語に
対格を付与できない事実も正しく説明される。 
 第 4 章では文頭に生起する that 節や不定詞節について論じる。That John hit 
Mary is obvious のように文頭に生起する that節は、主語助動詞倒置などの観点で
は通常の主語と同様に振る舞う。しかし、that節内の指示表現は that節が基底生
成されたと思われる位置で束縛条件 C 違反を引き起こさないことも知られてい
る。また、that節内の代名詞は主節の要素に束縛される変項として解釈可能であ
る。さらに、that 節内の指示表現が束縛条件 C 違反を引き起こさず、かつ代名詞
が主節の要素から束縛される変項の解釈を同時に持つことも可能である。この
事実を説明するため、本論では文頭に生起する that節は（外側の）TP 指定部に
基底生成する（CP を選択する）DP であり、代名詞の束縛変項の解釈は Moulton
（2013）が提案している内包述語の意味によって導かれると主張する。この分析
により、上記の事実が説明されるだけでなく、that節内の要素と主節の要素との
作用域関係についても説明される。また、本分析は For John to hit Mary is difficult
のような文頭に生起する不定詞節、対応する It is obvious that John hit Maryや It 
was difficult for John to hit Maryのような it-that 構文や it-for-to 構文にも適用可能
である。 
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論  文  名 
A STUDY OF ENGLISH NOMINAL EXPRESSIONS IN THE 
MINIMALIST PROGRAM 
本研究は、Chomsky (1995)以降において展開されている極小主義プログラムの枠組みにおいて、
動詞派生名詞、動名詞、文の主語として生起する that節などの名詞的表現を考察し、これらの表現の
分布と解釈に関して新たな分析を提案している。以下、各章の概要である。 
 第 1章では、Chomsky (1970)の Xバー理論や Abney (1987)の DP仮説を紹介し、これまでの生成
文法における動詞派生名詞や動名詞の先行分析の問題点を指摘し、生成文法の最新モデルである極小
主義プログラムにおいて取り組むべき名詞的表現に関する重要な研究課題を明らかにしている。 
第 2 章では、極小主義プログラムにおける形態論の分析法である分散形態論(Halle and Marantz 
(1993))について概観し、先行研究の観察に基づいて動詞派生名詞の構造を提案している。この提案に
より、動詞派生名詞は動詞句省略の先行詞として振る舞えるが、動詞句は動詞派生名詞の省略の先行
詞としては振る舞えないという新たな事実を指摘し、この事実に原理的説明を与えている。具体的に
は、動詞派生名詞は名詞句が動詞句を埋め込む構造を持つため、動詞派生名詞を先行詞とした動詞句
省略は許されるが、動詞句を先行詞とした名詞句の省略は許されないことを論じている。 
第 3章では、3種類の動名詞がいずれも動詞句省略の先行詞として振る舞える事実を考察している。
Abneyの分析では名詞的動名詞は語彙部門で形成されるため、動詞句省略の先行詞としては振る舞え
ないと誤って予測される。この問題を解決するため、名詞的動名詞に自動詞を、属格動名詞と節動名
詞に他動詞を埋め込む構造を提案し、いずれの動名詞も内部構造に動詞句を持つため、動詞句省略の
先行詞として振る舞える事実を説明している。また、名詞的動名詞は他動詞ではなく自動詞を内部に
持つため、目的語に対格を付与できない事実も正しく説明される。 
第 4 章では、主語として生起する that 節について考察している。that 節は、主語助動詞倒置など
の点から名詞の主語と同様に振る舞う。また、that 節内の指示表現が束縛条件 C 違反を引き起こさ
ず、かつ、代名詞が主節の要素から束縛される変項の解釈を同時に持つことも可能である。これらの
事実を説明するため、that節は TP指定部に基底生成された(CPを選択する)DPであり、代名詞の変
項束縛の解釈はMoulton (2013)が提案する内包述語の意味表示により導かれると主張している。この
分析により、上記の様々な事実が説明されるだけでなく、that節内の要素と主節の要素との作用域関
係に関する新たな事実についても説明されることを論じている。 
以上のように、本研究は、極小主義プログラムの枠組みの下、動詞派生名詞、動名詞、文の主語と
して生起する that節などの名詞的表現の分布と解釈に対して独自の分析を提示しており、英語をはじ
めとする個別言語の記述的・実証的研究および言語理論研究の進展に寄与している。 
 よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認めら
れる。 
 
